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NYマーケットレポート（2014年 9月 17日) 
NY 市場では、FOMC の結果発表を控えて様子見ムードも強く、序盤は小動きの展開が続いた。その後、米住宅関連の経済指標が予想を

上回る結果となったことを好感して、ドルは堅調な動きとなった。そして、注目の FOMC では、資産買い入れプログラム終了後も事実上のゼ

ロ金利を『相当期間』維持するとの文言が削除されなかったものの、利上げが当初の予想より前倒しされるとの見方が広がったことを受けて、

ドルが主要通貨に対して買われ、ドル/円は 2008 年 9 月以来の 108 円台まで上昇する動きとなった。また、ドルは対ユーロで 2013 年 7 月

以来、対豪ドルでは 2014 年 3 月以来の高値を付ける動きとなった。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 
ドル/円 107.31  ユーロ/円 139.02  ユーロ/ドル 1.2957 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6800.85 +8.61 ダウ INDEX 
FUTURE 17061 +7  

 

仏 CAC40 4441.26 +32.11 S&P500 
FUTURE 1991.70 +0.20  

 

独 DAX 9675.53 +42.60 NASDAQ 
FUTURE 4055.50 -2.75 

 

 
(出所：SBILM) 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月ポーランド鉱工業生産販売（前月比） -8.5％（予想 -5.8%・前回 2.0%） 

 

8月ポーランド鉱工業生産販売（前年比） -1.9％（予想 0.2%・前回 2.3%） 

 

8月ポーランド生産者物価指数（前月比） 0.3％（予想 0.1%・前回 0.0%） 

 

8月ポーランド生産者物価指数（前年比） -1.5％（予想 -1.7%・前回 -2.0%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

8月米消費者物価指数（前月比） -0.2％（予想 0.0%・前回 0.1%） 

8月米消費者物価指数[コア] 0.0％（予想 0.2%・前回 0.1%） 

8月米消費者物価指数（前年比） 1.7％（予想 1.9%・前回 2.0%） 

8月米消費者物価指数[コア] 1.7％（予想 1.9%・前回 1.9%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2Q米経常収支 -985億 USD（予想 -1134億 USD・前回 -1021億 USD） 

前回発表の-1112億 USDから-1021億 USDに修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

             8月・・7月・・6月・・5月・・4月・・3月 

全品目・・・・・・・・・-0.2・・ 0.1・・0.3・・0.4・・0.3・・ 0.2 

除く食品・エネルギー・・ 0.0・・ 0.1・・0.1・・0.3・・0.2・・ 0.2 

エネルギー・・・・・・・-2.6・・-0.3・・1.6・・0.9・・0.3・・-0.1 

サービス・・・・・・・・ 0.0・・ 0.1・・0.1・・0.4・・0.1・・ 0.4 

食品・飲料・・・・・・・ 0.3・・ 0.3・・0.0・・0.4・・0.4・・ 0.4 

居住費・・・・・・・・・ 0.1・・ 0.2・・0.1・・0.3・・0.0・・ 0.4 
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(出所：ネットダニアー) 

 

≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

序盤の外国為替市場は、米国の消費者物価指数がマイナスとなったことを受けてドルが売られたものの、FOMCの結果発表を控え

て様子見ムードが強く、値動きは限定的となった。 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17147.64 +15.67 

ナスダック 4558.93 +6.17 
                                          (出所：SBILM) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

9月米 NAHB住宅市場指数 59（予想 56・前回 55） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪NAHB住宅市場指数≫ 

        9月・・8月・7月・6月・5月・4月・3月 

住宅市場指数・・59・・55・・53・・49・・45・・46・・46 

現状指数・・・・63・・58・・57・・54・・48・・50・・51 

見通し指数・・・67・・65・・64・・59・・57・・56・・53 

顧客動向指数・・47・・42・・39・・36・・33・・31・・32 

 

23：30 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

原油在庫・・・・367万バレル増加 

ガソリン在庫・・163万バレル減少 

留出油在庫・・・27.9万バレル増加 

 

23：36 

米国の格付け見通し「安定的」で維持～米格付け会社 

 

23：40 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、 8月の米消費者物価指数が前月比マイナスとなったことで、早期利上げ観測が後退し買いが優勢となった。

ただ、FOMCの結果発表を控えて値動きはやや限定的となっている。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時最高値を

更新する動きとなっている。 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1）MBA（全米抵当貸付銀行協会）の住宅ローン申請指数は、前週比+7.9％と 6月初旬以来 3ヵ月ぶりの大幅な上昇となった。

金利上昇を背景に借り換え申請が急増したことが要因となった。 

   

 ①構成指数の借り換え指数は+10.3％と、6月初旬以来の大きな伸び幅となり、購入指数も+4.8％となった。また、申請全体に

占める借り換えの割合は 57.2％と、2月下旬以来の高水準となった。 

 

 ②30年固定金利型の住宅ローン金利は 4.36％となり、2週連続で上昇し、3ヵ月ぶり高水準となった。また、15年固定金利型

は 3.56％と、4月以来の高水準となった。 

 

 

（2）8月の米消費者物価指数は、前月比-0.2％となり、2013年 4月以来の大きな下落率となった。前月比横ばいの市場予想に反

し低下となった。エネルギー価格が下落したことで全体を押し下げた。月ごとの変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指

数は前月比横ばいとなった。前年同月比は、総合指数、コア指数ともに+1.7％となった。品目別では、食品が+0.2％、牛肉や豚

肉などが値上がりした。 エネルギーは-2.6％で 2ヵ月連続の値下がり。 

 

 

（3）4-6月期の米経常収支は、赤字額が前期比-3.5％の 985億 600万ドルと、2期ぶりに縮小した。赤字額は 2013年１0-12月期

以来の小ささとなった。米国経済の緩やかな回復を背景に海外からの輸入が増え貿易赤字は拡大したものの、所得収支の黒字の

増加や海外からの米政府に対する罰金などの支払いが増え、経常赤字全体が圧縮された。 

 

 ①経常赤字の GDPに占める比率は 2.3％、サービスの貿易黒字が増える一方で、自動車・同部品などの輸入が増えモノの貿易赤

字が拡大。モノとサービスを合わせた赤字額は+4.6％の 1302億 5200万ドルとなった。 

 

 ②海外証券投資に伴う配当などの収入が増え、所得収支の黒字額は+1.3％となった。カネの流れを示す資本収支は、海外から

米国への投資が拡大し、2474億 3600万ドル。米国から外国への投資も増加し、2326億 5500万ドルとなった。 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6780.90 -11.34 

仏 CAC40 4431.41 +22.26 
独 DAX 9661.50 +28.57 

ストック欧州 600 指数 344.39 +1.55 
ユーロファースト 300 指数 1385.09 +5.97 
スペイン IBEX35 指数 10907.40 +108.70 

イタリア FTSE MIB 指数 21111.66 +323.16 
南ア アフリカ全株指数 51173.03 -5.04 

                                         (出所：SBILM) 
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≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100は、英スコットランド独立の是非を問う住民投票を 18日に控えて不透明感

が広がっており、小幅安となった。一方、独 DAXは米 FOMCの声明で、事実上のゼロ金利政策を当面続ける姿勢が示されるとの見

方から堅調な動きとなった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17149.21（+17.24）、 S&P500 1999.97（+0.99）、 ナスダック 4559.53（+6.77) 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

序盤のニューヨーク債券市場は 8月の米消費者物価指数が前月から下落したことで、インフレは依然抑制されているとの見方が

広がり、米国債の買いが先行した。米 FOMC声明で利上げ前倒しを示唆するとの懸念が後退したことも支援材料となった。ただ、

その後は 9月の NAHB住宅市場指数が市場予想を上回ったことをきっかけに、売られる場面もあった。 

 

午前の利回りは、30年債が 3.34％（前日 3.36％）、10年債が 2.58％（2.59％）、7年債が 2.24％（2.26％）、5年債が 1.77％

（1.78％）、3年債が 1.04％（1.05％）、2年債が 0.54％（0.54％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

①スペインのラホイ首相は、独立を求める住民投票は EU全体にとってマイナスだと発言し、英国からのスコットランド独立が 18

日の投票で決定した場合に引き続き EU加盟を目指すスコットランド民族党の計画に難色を示した。ラホイ首相はスペイン議会で

バスク自治州の議員から、独立後のスコットランドの EU加盟を支持するか問われ、「そうしたプロセスには 全く共感しない。

当該国ばかりかＥＵ全体にとって悪いことだ」と述べた。スペインではバスクのほか、カタルーニャ自治州で独立を目指す動き

が強まっている。 

 

②EU統計局が発表した 8月のユーロ圏消費者物価指数改定値は、前年同月比+0.4％となり、8月 29日発表の速報値の+0.3％から

上昇した。インフレ率の+0.4％は 7月と同水準となった。変動の大きいエネルギーや食品などを除くコアインフレ率は 0.9％と、

前月の 0.8％から上昇。エネルギー価格が前年同月比 2％下落と、7月の 1％に続いて値下がりし、低インフレの主因となってい

る。 

 

③英政府統計局が発表した国際労働機関基準の 5-7月の失業率は 6.2％と、4-6月の 6.4％から低下し、2008年以来 6年ぶりの低

水準となった。カーニー英中銀総裁が最終的に賃金上昇につながると期待する労働市場の強さが確認された。また、8月の失業保

険申請ベースの失業率は 2.9％で、2008年以降最低となった。失業者数は、前月比で-3万 7200人となり、2008年 9月以来の 100

万人割れとなった。 

 

④英中銀が公表した 9月の MPC（金融政策委員会）の議事録で、ウィール委員とマカファーティー委員が 8月に続き 25bpの利上

げを主張していたことが明らかとなった。残りの 7人の委員は、ユーロ圏景気の不振に加えて国内で住宅市場や製造業、輸出が

低迷していることを背景に、利上げを急ぐ必要はないと判断。MPCは予想どおり 7対 2で金利の据え置きを決定していた。議事録

によると、ユーロ圏景気の不振が信頼感を損ない、金融市場に混乱をもたらす可能性があると示唆。その結果、英国の経済成長

に対する中期的な下方リスクが拡大するとの懸念も示した。また、ウクライナと中東情勢の緊迫化にもかかわらず、原油市場を

中心にボラティリティが「著しく」低下していることも影響していると述べた。 
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⑤ドイツ銀行連盟は、2014年の独経済成長率見通しを 1.5％とし、当初予想の 1.8％から下方修正した。ウクライナや中東情勢の

緊迫化により、国内の企業景況感が低下しているという。また、2015年についても、当初予想の 2.0％から 1.6％に引き下げた。

ドイツ銀行連盟は、好調な労働市場や低金利が消費を促進しているため、ドイツがテクニカルなリセッションに陥る可能性は低

いと指摘。さらに「ユーロ安に加えて米国経済が堅調に推移すると見込まれており、ドイツの輸出は拡大するだろう」との見方

を示した。 

 

⑥イタリア国家統計局が公表した貿易収支統計によると、7月の貿易黒字は 68億 5700万ユーロとなり、前年同月の 59億 8000

万ユーロから拡大した。輸入が前年比-1.4％となった一方、輸出は+1.1％となった。EU加盟国との 7月貿易黒字は 33億 1200万

ユーロで、前年同月の 31億 8400万ユーロから若干増加した。EU加盟国への輸出は前年同月比+2.5％、輸入額は+2.2％となった。

エネルギー関連を除く 7月の貿易黒字は 108億 4500万ユーロ。イタリアはエネルギーの多くを海外に依存している。 

 

3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

FOMC FF金利誘導目標 0.25％（予想 0.25%・前回 0.25%） 

米量的緩和第 3弾 100億ドル（予想 100億ドル・前回 150億ドル） 

米連銀・国債購入 150億ドル（予想 150億ドル・前回 200億ドル） 

米連銀・MBS買入れ 50億ドル（予想 50億ドル・前回 100億ドル） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

≪FOMC声明 ≫ 

・「債券購入額を月 150億ドルに縮小」 

・「米国債購入額を月 100億ドル、MBSを 50億ドルに縮小」 

・「『相当な期間』低金利を維持へ」 

・「見通し通りの展開なら、次回会合で量的緩和は終了」 

・「翌日物リバースレポ、「必要ならば」出口で使う」 

・「ＦＦ目標レンジ誘導で超過準備付利を活用へ」 

・「フィッシャー総裁とプロッサー総裁が反対票」 

・「出口戦略のガイドラインを発表」 

 

3：30 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB議長～定例会見 

・「最大雇用に向けて進展が見られる」 

・「労働市場はまだ完全回復していない」 

・「労働力の活用、極端に低い状態」 

 

・「FOMCはなおもインフレ率が徐々に 2％に接近と予想」 

・「FOMCは、次回会合で資産購入を終了する見込み」 

・「金利引き締めペースは経済次第に」 

 

・「FF金利は金利政策伝達の主要手段に」 

・「超過準備への付利は、FF金利誘導の主要手段に」 

・「翌日物リバースレポは、必要に応じた使用に限定」 

・「経済見通しはほとんど変化していない」 
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3：35 

NY金は、中心限月が前日比 0.80ドル安の 1オンス＝1235.90ドルで取引を終了した。 

 

4：10 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB議長～定例会見 

・「市場とＦＯＭＣ、金利についてギャップがあるか不明」 

・「ＦＯＭＣ予測のどの数値が自身のか明かさず」 

・「バランスシート縮小は 2020年末までかかる可能性も」 

 

・「再投資はいずれ停止、規模縮小は可能」 

・「ゼロ金利はかなり長期に及んでいる」 

 

 

 

4：30 

NY原油は、中心限月が前日比 0.46ドル安の 1バレル＝94.42ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1235.90 -0.80 

NY 原油 94.42 -0.46 

                     (出所：SBILM) 

 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、FOMC結果発表を前に様子見ムードが強まり、積極的な買いが手控えられた。通常取引終了後の時間外取引では、FOMC

声明の発表を受けてドルが主要通貨に対して上昇したのにつれてドルの代替資産とされる金の売りが広がり、相場は一段安とな

った。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、米石油在庫統計で原油在庫が市場予想に反して増えたことをきっかけに供給過剰感が強まり、売りが優勢となった。

また、ドルが主要通貨に対して上昇したことも、ドル建てで原油の割高感も広がったこと圧迫要因となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17156.85 +24.88 17221.11 17089.01 

S&P500 種 2001.57 +2.59 2010.74 1993.29 

ナスダック 4562.19 +9.43 4582.40 4539.36 
(出所：SBILM) 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、8月の米消費者物価指数が前月比マイナスとなったことで、早期利上げ観測が後退し、買いが優勢となった。ただ、

FOMCの結果発表を控えて限定的な動きが続いた。そして、FOMCを受けて乱高下したものの堅調な動きとなった。ダウ平均株価は、

序盤からもみ合いの展開が続いたものの、FOMCの結果を受けて堅調な動きとなり、一時取引時間中の最高値を更新、終値ベース

でも最高値を更新した。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 108.30 108.39 107.15 
EUR/JPY 139.37 139.64 138.98 
GBP/JPY 176.22 176.46 175.03 

AUD/JPY 97.09 97.54 97.00 
NZD/JPY 87.69 87.99 87.48 

EUR/USD 1.2869 1.2982 1.2852 

AUD/USD 0.8967 0.9084 0.8952 
                                   (出所：SBILM) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、米 FOMCの声明で、事実上のゼロ金利を「相当期間」維持する方針を変更しなかったものの、利上げが想定より

も前倒しで実施されるとの見方を背景に、ドル買が主要通貨に対して上昇となり、ドル/円は 2008年 9月以来の 108円台まで上

昇する動きとなった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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